
『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
惟
仲
像

川

田

康

幸

1
'
序

前
大
牢
権
帥
従
二
位
中
納
言
平
朝
臣
惟
仲
に
つ
い
て

『栄
花
物
語
｣
で
は
巻
三

｢さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
｣
に
二
ヶ
所
､
巻
四

｢
み
は
て

ぬ
ゆ
め
｣
に
三
ヶ
所
'
巻
五

｢浦
々
の
別
｣
に

1
ヶ
所
'
巻
七

｢と
り
べ
野
｣
に

1
ヶ
所
の
計
七
つ
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
平
惟
仲
の

人
物
に
つ
い
て
は
萩
谷
朴
氏
の

｢枕
草
子
解
環
』
の
中
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
萩
谷
氏
は
そ
こ
で
惟
仲
に
つ
い
て

｢道
隆
の
殊
遇
を

認
｣
め

｢中
開
自
家
随
従
の
｣
惟
仲
が
長
徳
元
年

(九
九
五
)
に
内
覧
の
宣
旨
が
道
長
に
下
り
'
｢中
開
自
家
の
勢
威
が
地
に
墜
ち
る
と
'
惟
仲

の
態
度
は
忽
ち
掌
を
返
す
よ
う
に
'
道
長
に
阿
付
｣
し
､
長
徳
二
年

(九
九
六
)
四
月
に

｢伊
周

･
隆
家
兄
弟
の
腔
講
が
決
定
し
て
か
ら
は
､

註
一

全
く
豹
変
し
た
｣
と
説

く

｡

そ
こ
で
は
中
宮
定
子
に
面
従
腹
背
し
た
惟
仲

･
生
昌
兄
弟
の
様
子
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
'
拙
稿
で
は

r栄
花
物
語
J
に
視
点
を
当
て
た

い
｡
歴
史
の
中
に
浮
び
上
っ
て
く
る
請
書
に
措
か
れ
た
惟
仲
と
'
｢栄
花
物
語
｣
に
叙
述
さ
れ
た
惟
仲
像
と
の
相
違
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
た

い
｡
歴
史
上
の
人
物

･
平
惟
仲
は
権
力
を
掌
中
に
し
た
と
言
え
る
｡
彼
は
従
二
位
と
い
う
高
位
'
中
納
言
と
い
う
顕
官
に
至
る
C

『栄
花
物

語
』
は
そ
の
中
で
､
こ
の
従
二
位
中
納
言
と
い
う
高
位
高
官
に
至
っ
た
平
惟
仲
の
何
を
記
し
'
何
を
記
さ
な
か
っ
た
の
か
｡
又
'
記
す
場
合
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は
ど
の
よ
う
に
記
し
た
の
か
｡
そ
の
取
捨
選
択
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
､
『栄
花
物
語
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く

一
助
と
な
る
｡

こ
の

『栄
花
物
語
』
の
中
で
の
特
色
を
考
え
る
に
先
立
ち
､
ま
ず
史
実
と
し
て
の
惟
仲
像
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
ろ
う
｡
そ

こ
で
次
に
当
時
の
日
記

･
記
録
類
に
現
わ
れ
た
惟
仲
像
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
｡

二
'
平
惟
仲
と
そ
の
官
歴

惟
仲
の
一
生
の
官
歴
を
知
る
に
は

F公
卿
補
任
』
が

一
番
手
早
い
｡
そ
こ
で

『公
卿
補
任
』
を
基
礎
に
'
以
下
平
惟
仲
の
略
歴
を
ま
ず
記

す
｡
惟
仲
は
天
慶
七
年

(九
四
四
)
に
誕
生
し
た
｡
父
は
従
四
位
上
美
作
介
に
至
っ
た
平
珍
材
｡
母
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
'
備
中
国
青
河
郡

司
の
女
と
も
'
･讃
岐
国
の
人
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
｡
惟
仲
は
二
十
三
歳
に
な
っ
た
康
保
三
年

(九
六
六
)
に
東
宮

(
憲
平
親

王
)
昇
殿
が
許
さ
れ
翌
四
年
正
月
に
は
文
章
生
に
補
さ
れ
'
村
上
天
皇
の
崩
御
に
な
っ
た
五
月
に
は
昇
殿
が
許
さ
れ
た
｡
こ
の
昇
殿
は
新
帝

･
冷
泉
天
皇
と
思
わ
れ
る
｡
十
月
十

一
日
に
は
新
帝
の
蔵
人
に
補
さ
れ
た
｡
な
お
惟
仲
が
六
位
蔵
人
に
補
さ
れ
た
時
の
頭
中
将
は
'
惟
仲
が

註
二

家
司
と
し
て
任
え
て
い
っ
た
藤
原
兼
家
で
あ

る

｡

兼
家
は
応
和
二
年

(九
三
)
正
月
に
東
宮

(憲
平
親
王
)
昇
殿
が
許
さ
れ
'
康
保
四
年

(九
六
七
)
二
月
に
は
東
宮
亮
と
な
る
等
'
惟
仲
が

冷
泉
院
に
親
し
く
任
え
始
め
る
以
前
か
ら
､
冷
泉
院
の
近
臣
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
｡
冷
泉
院
が
即
位
さ
れ
た
康
保
四
年
に
は
'
藤
原

師
輔
の
三
男
兼
家
は
三
十
八
歳
'
受
領
の
長
男
惟
仲
は
二
十
四
歳
｡
こ
の
頃
を
中
心
に
両
者
の
交
流
は
深
ぐ
な
り
'
冷
泉
院
を
中
心
に
し
て

惟
仲
は
兼
家
に
臣
従
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡

惟
仲
は
安
和
元
年

(九
宍
)
六
月
に
刑
部
少
丞
'
十
二
月
に
右
衛
門
少
尉
に
任
ぜ
ら
れ
､
翌
安
和
二
年
八
月
に
冷
泉
院
が
退
位
さ
れ
る
と

共
に
'
冷
泉
院
の
判
官
代
と
な
り
'
引
き
続
き
冷
泉
院
に
近
侍
し
て
ゆ
-
｡
天
禄
三
年

(九
七
二
)
正
月
七
日
に
は
冷
泉
院
の
年
爵
を
受
け
従

五
位
下
に
叙
さ
れ
た
｡
こ
の
年
の
正
月
二
十
四
日
に
は
美
作
権
守
'
二
月
十
九
日
に
は
筑
後
権
守
に
補
せ
ら
れ
'
天
延
三
年

(九
宝
)
正
月
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二
十
六
日
に
は
や
は
り
冷
泉
院
の
年
給
を
受
け
相
模
介
と
な
る
｡
冷
泉
院
と
密
接
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
そ
の
後
天
元
三

年

(九
八〇
)

三
月
十
五
日
に
は
治
国
の
労
と
し
て
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
'
引
き
続
き
翌
天
元
四
年

(九
八
1)
十
月
二
十
六
日
に
は
肥
後
守
と

な
り
'
冷
泉
院
の
院
司
と
な
っ
た
以
降
は
地
方
官
を
歴
任
し
て
い
る
｡

一
条
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
翌
年
の
永
延
元
年

(九
八
七
)
か
ら
後
は
目
覚
し
い
昇
進
が
続
い
て
ゆ
く
｡
永
延
元
年
に
は
正
月
七
日
に
言
m資

子
内
親
王
よ
り
の
年
爵
を
受
け
正
五
位
下
に
'
十
月
十
四
日
に
は
摂
政
第
へ
の
帝
の
行
幸
の
賞
と
し
て
'
兼
家
の
家
司

･
惟
仲
は
正
五
位
上

に
叙
せ
ら
れ
た
｡
ま
た
こ
の
間
二
月
九
日
に
は
昇
殿
が
許
さ
れ
'
七
月
十

一
日
に
は
右
少
弁
､
十

一
月
に
は
右
中
弁
と
'
太
政
官
の
中
枢
に

重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
｡

永
延
二
年

(九
八
八
)
に
は
正
月
九
日
に
蔵
人
に
補
さ
れ
る
が
､
十
月
四
日
に
は
蔵
人
を
止
め
て
ま
で
近
江
権
介
と
な
り
任
国
経
営
に
当

っ

註
三

て
い
る
｡
こ
れ
は

一
族
の
親
信
が
近
江
.権
介
を
辞
退
し
た
の
を
受
け
て
で
あ

る

｡

永
搾
元
年

(九
八
九
)
正
月
七
日
に
は
弁
官
の
労
と
し
て
従

四
位
下
に
'
同
じ
く
二
十
九
日
に
は
治
国
の
労
と
し
て
従
四
位
上
､
四
月
五
日
に
は
淀
浮
橋
を
造
っ
た
成
功
と
し
て
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
る

と
い
う
'
正
に
摂
関
家
の
子
息
と
い
え
ど
も
こ
れ
程
急
速
な
昇
叙
は
無
い
と
思
え
る
位
の
昇
進
を
す
る
｡
又
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
日
に
は

左
中
弁
へ
と
転
じ
'
翌
正
暦
元
年

(九
九〇
)

八
月
に
は
右
大
弁
に
補
さ
れ
'
正
暦
二
年

(九
九
一)
正
月
に
は
伊
周
の
任
参
議
替
と
し
て
惟
仲

が
歳
人
頭
に
補
さ
れ
'
三
月
に
は
蔵
人
頭
を
辞
退
す
る
も
の
の
翌
正
暦
三
年

(九
九
二
)
八
月
二
十
八
日
に
は
参
議
に
至
る
｡

正
暦
元
年
五
月
に
道
隆
が
摂
政
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
'
･そ
の
時
正
四
位
下
左
中
弁
兼
内
蔵
頭
兼
近
江
介
で
あ
っ
た
惟
仲
は
'
足
掛
け
三
年
の

間
に
参
議
兼
右
大
弁
と
い
う
頗
職
に
昇
っ
て
い
る
｡
道
隆
の
治
世
下
で
も
前
代
の
兼
家
の
治
政
下
と
変
ら
ぬ
寵
臣
と
な
っ
て
ゆ
く
｡
正
暦
三

年
に
は
近
江
介
を
辞
退
す
る
が
'
翌
正
暦
四
年

(九
九
三
)
正
月
十
三
日
に
は
近
江
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
'
十

一
月
十
三
日
に
は
従
三
位
に
至
る
0

正
暦
五
年

(九
畠
)
九
月
八
日
に
は
左
大
弁
と
な
り
'
太
政
官
の
中
枢
で
益
々
重
き
を
な
す
に
至
る
の
で
あ
る
｡

そ
の
後
長
徳
元
年

(九
九
五
)
五
月
に
道
長
に
内
覧
の
宣
旨
が
下
る
が
'
そ
こ
で
も
惟
仲
に
対
す
る
殊
遇
に
変
化
は
な
い
｡
長
徳
元
年
十

一
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月
十
八
日
に
は
勘
解
由
長
官
を
兼
ね
､
長
徳
二
年

(九
突
)
七
月
二
十
日
に
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
｡
四
位
の
受
領
の
男
と
し
て
は
非
常

な
栄
達
で
は
な
い
か
｡
そ
の
後
長
徳
四
年

(九
九
八
)
正
月
十
五
日
に
は
正
に
転
じ
'
翌
長
保
元
年

(九
九
れ
)
正
月
三
十
日
に
は
中
宮
大
夫
と

し
て
定
子
に
仕
え
る
が
'
七
月
八
日
に
は
中
宮
大
夫
を
辞
退
し
て
い
る
｡
長
保
二
年

(
一
〇〇〇)
正
月
二
十
三
日
に
正
三
位
に
叙
さ
れ
'
長
保

三
年

(
一〇
〇
一)
正
月
二
十
四
日
に
は
大
事
権
師
に
任
ぜ
ら
れ
'
大
牢
府
に
下
向
し
て
い
る

｡
長
保
五
年

(
一
〇〇三)
正
月
七
日
に
は
'
東
三
条

院
の
院
司
と
し
て
､
長
保
三
年
十
月
十
日
に
東
三
条
院
の
院
司
達
が
加
階
さ
れ
た
時
の
権
利
を
要
求
し
た
の
で
あ
ろ
う
､
従
二
位
に
叙
さ
れ

た
｡
翌
寛
弘
元
年

(
一〇
〇

四)
十
二
月
二
十
九
日
に
は
宇
佐
神
宮
の
訴
え
に
よ
り
'
大
宰
権
師
を
止
め
さ
せ
ら
れ
る
が
､
京
に
戻
る
こ
と
も
無

-
'
大
事
府
で
寛
弘
二
年

(
一
〇〇五)
三
月
十
四
日
そ
の
一
生
を
終
え
て
い
る
｡

(系
図
1
)

子T
-
-

三
条
天
皇

天
皇

言
m
資
子
内
親
王

円
融
天
皇

≡

.

一条.天皇

詮
子

(東
三
条
院
)

L

Ei
借子内親王
敦康親王

村
上
天
皇

こ
の
惟
仲
の
任
官
や
昇
進
を
み
て
ゆ
く
と
'
惟
仲
が
如
何
に
摂
関
家
の
当
主
達

(兼
家
1
道
隆
1
道
長
)
に
変
る
こ
と
な
く
重
用
さ
れ
続

け
て
い
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
｡
そ
れ
は
又
'
惟
仲
の
年
官
年
爵
に
関
わ
っ
た
人
々
や
'
各
種
の
賞
と
し
て
の
加
階
､
あ
る
い
は
成
功
の
賞



な
ど
に
つ
い
て
も
言
え
る
｡
そ
れ
は
冷
泉
院
か
ら
二
度
'

言
凹
資
子
内
親
王
か
ら

1
度
､
兼
家
の
家
司
並
び
に
東
三
条
院
の
院
司
と
し
て
の

賞
が
各

一
度
'
治
国
の
労
が
二
度
､
弁
の
労
'
淀
浮
橋
を
造

っ
た
成
功
等
､
全
て
兼
家
と
結
び
つ
く
面
を
何
等
か
の
点
で
有
し
て
い
る
｡
(系

図
1
参
照
･
表
1
参
照
)

〔表
Ⅰ
〕

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

良保五年( 良煤 正磨四年( 〟四 〟正 永搾 〟十 永壁 天 天禄

垂

毎( プロ年( フ亡年′ヽ 壷( 壷′■ヽ
九 九 九 九 九

⊂⊃ ⊂⊃ 九 ′ヽ ′ヽ ′ヽ 一七二

⊂:)_ミラ ⊂⊃⊂=〉ヽ.一′ Jヽ 九) 一七ゴ) ⊂:⊃) 一ヽ一′

正 正 十 正 正 正
一■■■■-

七日 月±日 五日 七日 十 七日 十五日 七日≡日 十九日 四日

従 正 従 正 従 従 正 正 従 従

一一一■- I I I I I I I
位 位 位 下 上 上 上 下 上 下

東 追荏 袷 弁 帝 治 袷泉
ーコ国( 労 ロロ□ lコ国(

条醍 浮橋 柄政 内戟 院分近 相

院司質(逮中華 質 江介ヽ..ノ 第行辛ノ質 王御袷 模午蕗泉院年苫 ′ヽ

冷
泉
院
に
し
ろ
'

言
m資
子
内
親
王
に
し
ろ
'

一
条
天
皇
に
し
ろ
'
兼
家
は
外
戚
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
｡

そ
の
兼
家
の
影
響
力
の
及
ぶ
範
囲
内
で
惟
仲
は
目
覚
し
い
昇
進
を
と
げ
て
ゆ
く
｡
表
Ⅰ
の
2
の
叙
位
は
'
冷
泉
院
の
年
官
と
し
て
賜
わ
っ
た



相
模
介
の
労
で
あ
ろ
う
｡
表
Ⅰ
の
6
･
7
は
前
年
平
親
信
の
辞
退
替
で
あ
る
｡
親
信
は
近
江
権
介
と
し
て
任
国
経
営
に
当
り
'
寛

和

元

年

(九
八
五
)
十

1
月
に
花
山
天
皇
の
大
嘗
祭
の
悠
紀
国
司
と
し
て
'
並
び
に
寛
和
二
年

(九
八
六
)
十

1
月
十
八
日
に
は

1
条
天
皇
の
大
嘗
祭
の

註
四

悠
紀
国
司
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
陸
奴
に
預

っ
て
い

る

｡

親
信
は
そ
こ
で
正
五
位
下
と
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
､
十
分
に
国
司
の
益
を
満
喫
し
た
の

註
五

で
あ
ろ
う
'
永
延
二
年

(九
八
八
)
に
従
兄
弟
の
惟
仲
に
受
領
を
譲
っ
て
い
る
｡
淀
浮
橋
は
近
江
国
に
あ

り

'

惟
仲
も
任
国
経
営
の
労
と
浮
橋

完
成
の
成
功
の
二
度
の
加
階
を
近
江
介
で
受
け
た
と
い
え
よ
う
｡
親
信
に
し
ろ
惟
仲
に
し
ろ
飽
く
無
さ
昇
進
欲
の
賜
物
と
言
え
る
｡
又
こ
の

貧
欲
な
ま
で
の
昇
進
欲
は
表
Ⅰ
の
10
に
つ
い
て
も
言
え
る
｡
長
保
三
年

(
一〇
〇

一)
正
月
に
惟
仲
は
大
事
権
的
に
任
官
L
t
六
月
二
十
二
日
に

註
六

大
宰
府
に
下
向
し

た

｡

東
三
条
院
詮
子
の
御
賀
は
十
月
九
日
に
東
三
条
院
で
天
皇
の
行
幸
を
仰
い
で
行
な
わ
れ
､
翌
十
日
に
院
司
達
が
行
幸

註
七

の
賞
に
預
っ
て
い
る

｡

従
っ
て
惟
仲
は
当
時
大
事
府
に
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
'
後
日
に
東
三
条
院
御
賀
の
院
司
の
賞
に
預
か
れ
る
よ
う
運
動

し
た
結
果
'
長
保
五
年

(
一〇
〇

三
)
の
正
月
の
叙
位
に
お
い
て
加
階
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
凄
ま
じ
い
ば
か
り
の
執
念
で
は
な
い
か
｡

飽
く
無
さ
隆
叙
欲
の
塊
と
も
言
え
る
惟
仲
の
任
官
面
で
の
特
色
は
二
つ
あ
る
｡
そ
の
一
つ
は
地
方
官

･
国
司
に
切
れ
目
な
-
任
用
さ
れ
て

い
る
点
と
､
い
ま

一
つ
は
弁
官
局
を
離
れ
ず
に
い
た
と
い
う
こ
の
二
点
で
あ
る
｡

惟
仲
の
地
方
官

･
国
司
任
用
を
抜
き
出
す
と
表
Ⅰ
の
如
-
に
な
る
｡
地
方
官
に
は
七
ケ
皮
の
任
用
と
な
る
｡

〔表
-
〕
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註
八

表
Ⅰ
の
Ⅰ
の
美
作
権
守
へ
の
任
官
は
'
二
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
直
物
の
除

目

に
お
い
て
'
表
Ⅰ
の
2
･
筑
後
権
守
に
改
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
｡
と
す
れ
ば
都
合
六
回
と
な
る
｡
こ
の
う
ち
表
Ⅰ
の
5
と
8
･
近
江
権
介
と
大
事
権
帥
は
任
国
に
赴
任
し
て
い
る
｡
ま
た
天
元

三
年

(九
八
〇
)
に
治
国
の
労
で
加
階
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
を
秩
満
後
の
相
模
介

･
表
Ⅰ
の
3
に
対
す
る
も
の
と
す
れ
ば
'
少
な
く
と
も
三

回
は
任
国
に
下
向
し
任
国
の
経
営
に
携

っ
た
と
言
え
る
｡
肥
後
守
の
時

･
表
Ⅰ
の
4
も
遥
任
と
考
え
る
よ
り
は
赴
任
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

惟
仲
の
当
時
の
官
職
は
止
め
て
い
な
け
れ
ば
､
刑
部
少
丞
兼
右
衛
門
少
尉
兼
冷
泉
院
の
判
官
代

(任
官
順
)
で
あ
り
'
は
か
ば
か
し
い
も
の

で
は
な
い
｡
ま
た
表
Ⅰ
の
3
の
相
模
介
の
時
は
赴
任
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
､
肥
後
守
の
時
も
九
州
ま
で
赴
任
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

表
Ⅰ
の
6
の
場
合
は
参
議
兼
右
大
弁
で
も
あ
り
遥
任
か
と
思
わ
れ
る
が
､
表
Ⅰ
の
5
･
近
江
権
介
に
引
き
続
い
て
の
重
任
と
も
言
え
る
も
の

註
九

で
あ
り
'
隣
国
で
京
に
近
い
こ
と
も
あ
り
'
度
々
近
江
国
へ
出
か
け
た
と
も
推
定
で
さ
よ

う

｡

こ
の
度
重
な
る
受
領
と
し
て
の
地
方
へ
の
赴

任
が
惟
仲

一
族
に
多
大
の
財
力
を
つ
け
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
淀
浮
橋
造
営
の
成
功
'
あ
る
い
は
正
暦
四
年

(九
九
三
)
の
男

･
道
行
の
豊

楽
院
造
営
の
成
功
で
の
父

･
惟
仲
へ
の
加
階
な
ど
は
､
国
司
と
し
て
地
方
に
い
た
間
に
培

っ
た
経
済
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
生
昌
は
寛

註
十

弘
六
年

(
1
00九)三
月
四
日
に
播
磨
守
に
任
命
さ
れ
る
が
'
こ
れ
は
傾
子
内
親
王
に
竹
三
条
宮

(三
条
第
)
を
寄
進
し
た
成
功
で
あ
っ
た

｡

親
信
は
貞
元
二
年

(九
七
七
)
､
長
保
二
年

(
一〇
〇
〇
)

'
長
保
五
年

(
一
〇〇三)
'
寛
弘
四
年

(
一
〇〇七)
の
四
回
､
造
宮
の
賞
､
ま
た
永

搾

元

年

(九
八
九
)
に
は
勢
多
橋
を
造
営
し
た
賞
で
そ
れ
ぞ
れ
加
階
さ
れ
て
い
る

｡
こ
の

一
族
は
正
に
莫
大
な
財
を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
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いか
｡

一
方
中
央
官
僚
と
し
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
｡
次
に
そ
れ
を
示
す
｡

惟
仲
の
出
仕
は
前
述
し
た
如
く
康
保
三
年

(九
九
六
)
に
冷
泉
院
に
仕
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
｡
そ
の
後
冷
泉
院
の
即
位

(九
六
七
年
)
に

合

せ
て
六
位
蔵
人
'
退
位
の
時

(九
六
九
年
)
に
は
院
の
判
官
代
と
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
後
受
領
と
し
て
の
地
方
生
活
が
続
-
｡
惟
仲
が
京
で
目

覚
し
い
昇
進
を
遂
げ
る
の
は
､

一
条
天
皇
即
位

(九
八
六
年
)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
｡

そ
れ
ま
で
は
め
ぼ
し
い
京
官
に
は
就
い
て
い
な
い
｡
兼

家
が
摂
政
に
就
任
す
る
と
､
彼
は
惟
仲
を
急
激
に
重
用
し
始
め
た
｡
そ
れ
を
示
す
と
表
Ⅱ
の
如
く
に
な
る
｡

〔栽
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長
徳
二
年

(九九六))
七
月
二
十
日

権
中
納
言
停
左
大
弁

(道
長
左
大
臣
)

正
に
飛
ぶ
鳥
を
落
す
勢
い
で
あ
る
｡
惟
仲
は
兼
家
が
摂
政
と
な

っ
た
後
'
道
長
が
内
覧
の
宣
旨
を
蒙
む
り
､
左
大
臣
と
な
り
'
そ
の
政
権

が

1
応
の
安
定
を
迎
え
る
ま
で
の
間
に
'
右
少
弁
か
ら
権
中
納
言
に
至
る
.
彼
の

1
族
と
し
て
は
位
を
極
め
た
'
極
官
に
至

っ
た
と
言

っ
て

註
十
一

も
過
言
で
は
な
い
｡
惟
仲
の
父
の
代
は
父

･
珍
材
に
し
ろ
叔
父

･
真
材
に
し
ろ
従
四
位
に
至
る
の
が
や
っ
と
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

｡

こ
の

註
十
二

一
族
は
惟
仲
の
祖
父

･
時
望
の
代
ま
で
は
従
三
位
に
至

っ
た
人
物
が
輩
出
し
て
お
り
､
中
納
言
や
大
納
言
に
ま
で
至
っ
て

い

る

｡

か
な
り
の

名
門
で
あ
っ
た
が
､
惟
仲
の
父
の
代
で
零
落
し
た
と
言
え
よ
う
｡

(系
図
-
)



正
三
位
大
納
言
に
至
っ
た
高
棟
王
は
中
納
言
長
良
の
女

･
有
子
と
結
婚
L
t
惟
範
が
誕
生
す
｡
惟
範
は
従
三
位
中
納
言
に
至
り
'
人
康
親

王
女
と
結
婚
L
t
従
三
位
中
納
言
時
望
と
'
従
三
位
大
納
言
伊
望
が
誕
生
す
る
｡
(系
図
Ⅰ
参
照
)
そ
こ
で
次
に
こ
の
1
族
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
た
い
｡

三
'
高
棟
王
の

一
族

正
三
位
高
棟
王
の
一
族
は
､
摂
政
太
政
大
臣
藤
原
基
経
と
そ
の
一
族
に
非
常
に
深
く
て
強
い
姻
戚
関
係
を
有
し
て
い
る
｡
高
棟
王
が
最
良

の
女

･
有
子
と
結
婚
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
'
春
宮
大
夫
と
し
て
後
の
清
和
天
皇
の
宮
司
と
な
っ
た
翌
斉
衡
二
年

(八
重
)
に
中
納
言

惟
範
が
誕
生
し
て
い
る
｡
即
ち
高
棟
王
は
摂
関
家

･
藤
原
北
家
の
一
族
に
婿
取
ら
れ
て
か
ら
春
宮
大
夫
に
な
っ
た
と
言
え
る
｡
惟
範
は
高
棟

王
の
晩
年

(五
十
二
歳
)
に
誕
生
｡
祖
父
最
良
は
斉
衡
三
年

(八
実
)
七
月
に
五
十
五
歳
で
､
父
高
棟
王
は
貞
観
九
年

(八
六
七
)
五
月
に
六

十
四
歳
で
尭
去
｡
時
に
惟
範
は
十
三
歳
と
い
う
若
年
で
あ
っ
た
｡
父
亡
き
後
惟
範
は
母

･
有
子
の
一
族
の
も
と
で
成
長
し
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
る
｡
そ
の
母
の
1
族
の
中
で
も
特
に
基
経
に
庇
護
さ
れ
成
長
し
た
の
で
あ
ろ
う
0
基
経
の
室

･
人
康
親
王
女
の
姉
妹

(妹
の
方

で
あ
ろ

う
)
と
結
婚
し
た
｡

基
経
は
承
和
三
年

(八
三
六
)
に
生
ま
れ
､
長
男
･
時
平
が
誕
生
し
た
の
が
三
十
六
歳
に
な
っ
た
貞
観
十
三
年

(八
三
)
で
あ
り
'
そ
の
頃

惟
範
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
｡
惟
範
と
人
康
規
王
女
と
の
間
に
長
男

･
時
望
が
誕
生
し
た
の
は
'
惟
範
二
十
三
歳
の
元
慶
元
年

(八
苦
)
で
あ

る
｡
こ
の
よ
う
に
み
て
ゆ
く
と
惟
範
の
結
婚
の
手
引
き
を
L
t
強
力
に
推
進
し
た
の
は
基
経
で
あ
る
と
み
て
よ
い
｡
こ
の
よ
う
に
基
経
に
後

見
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
'
惟
範
は
貞
観
十
六
年

(八
冨
)
正
月
に
叙
爵
､
十
二
月
に
は
清
和
天
皇
の
蔵
人
'
翌
貞
観
十
七
年

(八
七
五
)

八
月
に
は
清
和
天
皇
の
母
后
で
あ
る
皇
太
后
明
子
の
宮
司
と
な
っ
て
い
る
｡
基
経
の
一
族
か
ら
信
頼
も
さ
れ
'
大
切
に
も
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
｡
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基
経
の
長
男

･
時
平
は
延
書
元
年

(九〇
一)
九
月
に
'
そ
の
師

･
大
外
記
大
蔵
善
行
の
七
十
賀
を
執
り
行
な
っ
た
｡
そ
の
時
作
ら
れ
た
紀

長
谷
雄
の
漢
詩
の
序
の
中
で
惟
範
､
忠
平
'
伊
望
､
長
谷
雄
他
二
名
の
計
六
名
の
名
を
挙
げ
'
｢萄
日
趨
庭
之
生
｣
と
'
昔
共
に
学
ん
だ
仲

註
十
三

間
で
あ
る
と

記

す

｡

惟
範
と
そ
の
二
男
の
元
慶
五
年

(八
八
一)
生
ま
れ
の
伊
望
と
が
'
同
じ
時
期
に
机
を
共
に
し
て
学
ん
だ
と
は
思
わ
れ
な

い
が
､
元
慶
四
年

(八
八
〇
)
生
れ
の
忠
平
と
伊
望
と
が
机
を
共
に
し
勉
学
に
勤
し
ん
だ
と
見
て
不
都
合
は
な
い
｡
惟
範
や
時
平
達
を
大
蔵
善

行
の
も
と
で
学
ば
せ
た
の
は
基
経
で
あ
ろ
う
｡
基
経
は
惟
範
や
そ
の
子
に
大
き
な
期
待
を
い
だ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
寛
平
九
年
(八
九
七
)

六
月
十
九
日
に
は
惟
範
は
太
皇
大
后
宮
権
大
夫
と
し
て
再
び
明
子
に
仕
え
た
｡
こ
の
年
七
月
十
三
日
に
は
時
望
が
陽
成
院
御
給
に
よ
り
従
五

位
下
に
叙
爵
さ
れ
'
十

一
月
二
十
三
日
に
は
伊
望
が
中
宮

(温
子
)
御
給
に
よ
り
や
は
り
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
内
覧
の
宣
旨
を

受
け
た
時
平
が
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
'
惟
範
の
一
族
と
基
経
の
一
族
が
い
か
に
親
交
が
深
か
っ
た
か
が
よ
-
わ
か
る
｡

基
経
は
若
く
し
て
父
を
亡
し
た
甥

･
惟
範
を
育
て
'
学
ば
せ
'
結
婚
さ
せ
'
実
の
父
親
以
上
に
惟
範
を
育
て
は
ぐ
-
ん
だ
の
で
あ
る
｡
こ

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
､
従
三
位
中
納
言
惟
範
の
1
族
は
､
昭
宣
公
基
経
を
核
と
し
た
摂
関
家

1
族
の
中
に
深
く
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
名

門
で
あ
っ
た
｡
だ
が
惟
仲
の
父
の
代
に
な
る
と
'
時
望
の
子
で
あ
る
珍
材
も
真
材
も
従
四
位
に
昇
る
の
が
や
っ
と
で
あ
り
'
名
門
の
出
で
も

註
十
四

あ
る
の
で
蔵
人
に
任
用
さ
れ

た

り

は
し
て
い
る
が
公
卿
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
F尊
卑
分
脈
J
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
真
材
は
安
和

元
年

(九
六
八)
八月
に
六

十九
歳
で
卒
して
お

り
'
父
時
望
と
比
ぶ
べ
く
も
無
い
程
不
遇
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡
ま
た
伊
望
の
子
も
従

註
十
五

四
位
下
に
至

る
のが
せ

いぜい
で
あ
る
｡

時
望
や
伊
望
は
忠
平
の
政
権
下
で
着
実
な
昇
進
を
し
て
ゆ
く
が
天
慶
元
年

(九
宍
)
に
は
時
望
が
六
十
二
歳
で
､
翌
天
慶
二
年

(九
三
九
)

に
は
伊
望
が
五
十
九
歳
で
没
す
る
に
及
ん
で
'
こ
の
一
族
は
没
落
し
て
し
ま
う
｡
真
材
は
六
十
九
歳
ま
で
生
き
た
が
従
四
位
下
の
受
領
に
至

註
十
六

る
の
が
や
っ
と
'
惟
仲
の
父

･
珍
材
の
方
は
､
没
年
が
不
明
で
は
あ
る
が
､
応
和
元
年

(九
六
一)
に
は
六
位
蔵
人
で
あ

っ
た

と

す
れ
ば
六
十

歳
も
い
く
つ
か
過
ぎ
て
い
た
で
あ
ろ
う
｡
珍
材

･
真
材
の
母
は
不
明
で
あ
る
が
t
r九
暦
J
に
よ
れ
ば
時
望
の
室
は
元
姫
と
言
い
'
南
家
流
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註
十
七

の
参
議
管
板
の
女
で

あ

る

｡

ち
な
み
に
こ
の
菅
根
の
二
男
が
､
天
暦
七
年

(九
三
)
に
勇
去
し
た
正
三
位
大
納
言
元
方
で
'
元
方
は
冷
泉
院

の
怨
霊
と
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
｡

冷
泉
院

(憲
平
親
王
)
は
天
暦
四
年

(九
五〇
)

五
月
二
十
四
日
に
誕
生
｡
誕
育
二
ケ
月
後
の
七
月
二
十
三
日
に
立
太
子
｡
摂
関
家
に
と

っ

て
は
ま
さ
に
宝
の
君
で
あ
る
｡
時
望
室
の
兄
弟
は
こ
の
摂
関
家
に
と
っ
て
の
掌
中
の
珠
と
も
い
う
べ
き
東
宮

･
憲
平
親
王
に
崇

っ
て
ゆ
-
0

1
族
の
血
を
濃
く
受
け
継
い
だ
東
宮
が
'
元
方
の
怨
霊
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
事
は
由
由
し
き
大
事
で
あ
る
｡
珍
材

･
真
材
の
母
が
こ
の

元
姫
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
珍
材
達
は
過
去
に
は
深
い
恩
顧
を
与
え
'
親
交
の
濃
か

っ
た
惟
範
の
孫
と
は
言

っ
て
も
､
東

宮
の
怨
霊
と
な
っ
た
元
方
の
血
を
引
く
甥
達
で
も
あ
る
｡
珍
材

･
真
材
を
殊
遇
し
た
り
し
て
帝
や
東
宮

･
憲
平
親
王
の
傍
ら
に
近
仕
さ
せ
て

お
け
る
だ
ろ
う
か
｡
東
宮

･
憲
平
親
王
に
近
仕
し
て
い
た
時
等
に
珍
材
達
に
元
方
の
怨
霊
が
乗
り
移

っ
た
り
す
れ
ば
如
何
な
る
状
況
を
作
り

出
そ
う
か
｡
魂
等
を
取
ら
れ
で
も
し
た
ら
大
変
で
あ
る
｡
少
し
で
も
危
険
を
及
ぼ
す
恐
の
あ
る
人
は
敬
し
て
遠
ざ
け
て
お
く
に
若
く
は
な
い
｡

実
入
り
の
よ
い
地
方
官
に
任
命
し
､
京
を
遠
く
離
し
て
お
け
ば
さ
程
危
険
は
な
い
と
考
え
て
も
可
笑
し
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
｡

ま
た
珍
材
に
関
し
て
は

F古
事
談
』
第
六
の
中
で
'

珍
材
朝
臣
従
二
美
作
]上
道
之
路
｡
寄
コ
宿
備
後
図
品
治
郎
7
召
二
郡
司
女
l令
レ
打
レ
腰
之
問
｡
懐
牢
撃
｡
後
其
見
至
二
七
歳
】之
腔
｡
郡
司

相
異
前
TT立
之
｢
参
二
珍
材
之
許
l述
二
子
細
7
珍
材
思
TT出
件
夏
l沸
泣
｡
珍
材
者
｡

極
相
人
也
｡
仇
見
二
此
兄
].
可
i
至
二
二
位
中
納
言
l

之
相
ア
リ
ト
云
テ
養
育
.
果
如
二
父
之
相
.云
㌔

鰯
ノ
敷
ヲ
カ
ゾ

へ
サ
セ
テ
令
レ
知
コ
始
物
数
七
㌔

と
､
惟
仲
の
出
生
を
語
る
伝
承
の
中
で
､
珍
材
に
つ
い
て

｢極
相
人
也
｣
と
記
す
｡
ま
た

F江
談
抄
し
の
中
に
も
同
類
の
話
が
記
さ
れ
て
い

る
｡
珍
材
の
父

･
時
望
に
つ
い
て
も

｢古
事
談
』
と

F江
談
抄
｣
の
中
で
同

一
の
話
を
取
り
上
げ
､
観
相
を
よ
く
し
た
事
を
記
す
｡
即
ち

故
右
大
弁
時
範
談
云
｡

一
条
左
大
臣
年
少
之
時
｡
故
卒
中
納
言
時
望
｡
致
二
其
父
式
部
卿
敦
賓
親
王
家
¶
親
王
召
二
出
経
信
｢
令
二
時
望

相
.l
之
｡
時
望
相
云
.
必
至
二
従

1
位
左
大
臣
]欺
｡
下
官
子
孫
若
有
二
申
偶
事
l者
｡
可
レ
有
二
必
琴
用
l也
｡
敷
魁
感
歎
云
々
｡
時
望
卒
後
｡
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一
条
左
大
臣
｡
感
二
彼
知
己
之
言
¶
惟
仲
肥
後
之
公
文
間
｡
殊
施
二芳
心
¶
惟
仲
者
是
時
望
孫
｡
珍
材
男
云
々
｡
故
卒
宰
相
之
説
也
｡
彼

家
侍
語
之
由
｡
時
範
所
レ
談
也
｡

(鮎

順
逆
臥
雛

)

時
望
が
敦
実
親
王
の
家
で
雅
信

の
相
を
観
て
､
従

一
位
左
大
臣
に
至
る
と
語
っ
た
と
記
す
｡
雅
信
は
時
望
の
言
を
奇
特
と
し
て
惟
仲
に
芳
心

を
施
し
た
と
語
る
｡
こ
の
他

｢中
家
者
自
]]往
草

累
代
之
相
人
也
｣
(禦
頂

上
と
語
ら
れ
た
り
'
｢中
家
自
二
往
昔
｢
累
代
伝
二相
レ
人
之
撃

｣

へ謡
S)iaJ)
と
語
ら
れ
た
り
し
て
い
る
.

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
平
安
時
代
も
末
期
に
な
る
と
､
平
家
は
観
相
を
よ
く
す
る
と
い
う
話
が
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
L
t
又
'

親
信
の
子
孫
も
そ
う
語
り
継
い
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
｡
観
相
を
よ
く
す
る
人
物
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
時
望
や

惟
仲
の
生
き
て
い
た
時
代
に
は
､
人
跡
相
を
観
る
こ
と
は
学
識
の
あ
る
人
物
や
'
高
貴
な
公
卿

･
殿
上
人
の
す
る
事
で
は
無
い
｡
相
を
よ
く

す
る
と
い
う
事
は
'
返
っ
て
軽
蔑
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
観
相
な
ど
と
い
う
事
は
下
膳
の
者
が
行
な
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
か
｡
出
自
の
し
っ
か
り
と
し
て
貴
人
の
行
な
う
も
の
で
は
な
い
｡
下
膿
の
者
で
な
け
れ
ば
､
日
本
人
と
は
異
な
る
何
か
あ
や
か
し
の
外

国
人
が
行
な
う
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡

例
え
ば

r懐
風
藻
｣
に
記
さ
れ
た
大
友
皇
子
の
相
を
観
た

｢唐
使
劉
徳
高
｣
'
あ
る
い
は
大
津
皇
子
を
観
た

｢新
羅
僧
行
心
｣
'

｢源
氏
物

語
J
｢桐
壷
の
巻
｣
の

｢高
屋
人
の
相
人
｣t
F大
鏡
｣
｢第
六
巻
太
政
大
臣
道
長
下
｣
の

｢狛
人
｣
な
ど
､
数
多
く
の
外
国
か
ら
渡
来
し
た
相

人
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
彼
等
は
何
か
不
可
思
議
な
あ
や
か
し
の
力
を
有
し
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

時
望
及
び
珍
材
と
二
代
に
亘
る
人
物
が
相
人
あ
る
い
は
観
相
を
上
手
に
行
な
っ
た
と
い
う
伝
承
は
'
平
安
時
代
も
か
な
り
下
っ
た
時
点
の

詩
で
あ
る
｡
あ
ま
り
信
用
が
置
け
る
と
も
思
わ
れ
な
い
が
'
時
望
1
真
材
1
親
信
と
続
く
平
氏

一
門
直
系
の
右
大
弁
時
範
の
談
で
あ
る
｡
時

範
の
語
る
如
く
平
宰
相

(親
信
か
)
の
語
っ
た
欝
で
あ
り
'
十

一
世
紀
の
初
頭
に
そ
の
様
に
既
に
語
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
'
真
偽
相
い
半

ば
す
る
伝
で
あ
る
｡
平
宰
相
の
語
る
如
く
､
時
望
が
観
相
を
L
t
又
'
珍
材
が
観
相
の
名
人
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
は
'
時
望

一
族
の
零
落
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を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
評
と
言
え
な
い
か
.

惟
仲
の
1
族
が
珍
材

･
真
材
の
時
代
に

1
度
に
零
落
し
受
領
階
級
に
落
ち
る
の
は
'
彼
等
が
時
の
摂
関
家
と
掴
戚
関
係
が
無
く
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
｡
時
望

･
伊
望
の
母
は
､
時
平

･
忠
平

･
穏
子
の
母
の
妹
と
考
え
ら
れ
る
｡
彼
等
は
正
に
同
年
代
に
生
き
た
の
で
あ
り
､
大
蔵
善

行
の
も
と
で
最
年
長
の
時
平
を
中
心
に
庭
を
趨
り
囲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
又
､
よ
り
若
年
の
頃
か
ら
母
親
達
の
膝
下
で
兄
弟
同
様
に
し
て
育

て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
｡
そ
れ
が
長
じ
て
時
平
や
忠
平
の
恩
顧
を
受
け
叙
位

･
任
官
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
醍
醐
天
皇

･
朱
雀

天
皇
の
御
世
に
､
時
平
や
忠
平
の
担
う
摂
関
政
治
を
支
え
る
支
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
珍
材

･
真
材
の
時
代
に
な

る
と
'
彼
等
は
摂
関
家
と
の
姻
戚
関
係
が
無
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡
ま
ず
彼
等
の
母
が
不
明
で
あ
る
｡
菅
根
の
女

･
元
姫
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
'
彼
等
の
伯
父
は
冷
泉
院
の
怨
霊
と
し
て
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
､
決
し
て
時
の
摂
関
家
の
人
々
と
良
好
な
関
係
が
あ

っ
た
と
は
思
え
な
い
｡
惟
仲
の
代
に
な
る
と
､
母
は
ま
っ
た
く
の
卑
膿
の
出
と
な

っ
て
し
ま
う
｡
説
話
の
中
に
語
ら
れ
る
程
の
す
さ
ま
じ
さ

と
で
も
言
え
る
の
で
あ
る
｡
従
二
位
中
納
言
に
ま
で
至
っ
た
惟
仲
で
は
あ
る
が
'
母
は
卑
膿
の
出
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
｡

摂
関
家
と
姻
戚
関
係
の
無
く
な
っ
た
珍
材
等
の
一
族
は
'
ど
の
よ
う
に
し
て
摂
関
家
の
人
々
に
取
り
入
っ
て
い
っ
た
の
か
｡
惟
仲
は
兼
家

の
家
司
で
あ
り
'
東
三
条
院
詮
子
の
院
司
で
あ
っ
た
｡
親
信
は
長
保
三
年

(
10
0
1)
に
東
三
条
院
四
十
の
御
賀
で
家
司
の
賞
を
う
け
て
い
る
.

ま
た
こ
の
二
人
は
多
く
成
功
に
よ
り
加
階
さ
れ
て
い
る
｡
受
領
と
な
っ
た
彼
等
は
惟
範
の
時
代
の
如
き
姻
戚
で
は
な
く

家
司
と
し
て
そ
の

註
十
<

家
政
機
関
の
中
に
入
り
込
む
道
を
採
択
し
た
｡
そ
れ
が
惟
仲
で
あ
り
'
親
信
の
男

･
重
義
で
あ
る
｡
即
ち
重
義
は
道
長
の
家
司
と
な

っ
た

｡

彼
等
は
摂
関
家
と
の
間
に
主
従
関
係
を
結
ぶ
事
に
よ
り

一
族
の
栄
達
を
計

っ
た
｡
ま
た
受
領
と
し
て
の
経
済
力
に
も
の
を
言
わ
せ
各
種
の
成

功
で
の
加
階
を
狙
い
'
摂
関
家
の
人
々
に
阿
訣
追
従
す
る
こ
と
も
積
極
的
で
あ

っ
た
ろ
う
｡
次
に
こ
の
よ
う
な
惟
仲
を

『栄
花
物
語
』
で
は

ど
の
様
に
描
き
出
し
て
い
る
か
見
て
み
た
い
｡
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四
t

F
栄
花
物
語
J
に
措
か
れ
た
惟
仲

r栄
花
物
語
｣
中
に
記
さ
れ
た
惟
仲
の
出
て
く
る
記
事
七
ヶ
所
の
う
ち
'
四
ヶ
所
は
藤
原
有
国
と
併
記
さ
れ
る
形
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
｡

註
十
九

r栄
花
物
語
J
で
の
有
国
像
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ

た

い

｡

こ
の
四
ヶ
所
と
は
巻
三

｢さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
｣
の
二
ヶ
所
全
て
と
'

巻
四

｢
み
は
て
ぬ
ゆ
め
｣
の
二
ヶ
所
で
あ
る
｡
『栄
花
物
語
｣
で
は
有
国
と
共
に
出
現
し
'
読
者
に
強
い
印
象
を
与
え
る
｡
惟
仲
初
出
の
記

事
は
有
国
初
出
の
記
事
で
も
あ
り
､
次
の
如
-
記
さ
れ
て
い
る
｡

兼
家

摂

政

殿

は
今
年
六
十
に
な
ら
せ
給
へ
ば
'
こ
の
春
御
賀
あ
る
べ
き
御
用
意
ど
も
お
ぼ
し
め
し
っ
れ
ど
'
事
ど
も
え
し
あ
へ
さ
せ
給
は
で
'

〓
粂
〕

十
月
に
と
定
め
さ
せ
給
へ
り
｡
は
か
な
う
月
日
も
過
ぎ
も
て
い
さ
て
'
東
三
条
の
院
に
て
御
賀
あ
り
｡
(中
略
)
み

か

ど

も
行
幸
せ
さ

〔居
貞
〕

【兼
家
】

せ
給
ひ
､
春

宮

も

お
は
し
ま
し
て
'
殿
の
家
司
ど
も
皆
よ
ろ
こ
び
し
た
る
な
か
に
も
'
有
国

･
惟
仲
を

大

殿

い

み
じ
き
も
の
に
お
ぼ
し

め
し
た
り
｡
有
国
は
左
中
弁
'
惟
仲
は
右
中
弁
に
て
'
世
の
お
ぼ
え

･
才
な
ど
も
'
人
よ
り
こ
と
な
る
人
人
に
て
､
各
こ
の
度
も
加
階

し
て
い
み
じ
う
め
で
た
し
｡

(鵬
空

転

宗

";QG
f朗
)u
e芸
盃

娼

醐
題

融

Ⅶ
一

こ
の
記
事
は
摂
政
兼
家
の
六
十
歳
の
賀
が
東
三
条
院
に
お
い
て
'

一
条
天
皇
の
行
幸
や
東
宮
の

来

臨

を

仰

ぎ

大

層

立

派
に
行

な
わ

れ
た

と

記

す
｡
摂
関
家
の
家
司
達
も
行
幸
の
賞
で
加
階
と
い
う
喜
び
を
受
け
た
｡
兼
家
は
大
勢
の
家
司
達
の
中
で
も
取
り
分
け
有
国
と
惟
仲
を
重
用
L
t

有
国
を
左
中
弁
､
惟
仲
を
右
中
弁
と
い
う
太
政
官
の
要
職
に
任
用
し
て
い
る
｡
こ
の
二
人
の
評
判
は
大
変
世
間
で
も
高
か
っ
た
記
す
｡
こ
こ

の
叙
述
に
関
し
て
は
年
紀
的
に
も
多
少
の
混
乱
が
あ
る
｡

註
二
十

摂
政
兼
家
の
六
十
歳
の
御
賀
が
行
な
わ
れ
た
年
と
す
れ
ば
､
永
延
二
年

(九
八
八
)
三
月
の
春
の
事
で

あ

る

｡

東
三
条
院
に
天
皇
の
行
幸
が

註
二
十
一

あ
り
家
司
達
が
行
幸
の
賞
と
し
て
加
階
の
栄
に
浴
す
る
の
は
'
永
延
元
年

(九
八
七
)
十
月
十
四
日
の
こ
と
で

あ

る

｡

有
国
が
右
中
弁
か
ら
左

註
二
十
二

中
弁
に
転
じ
た
の
は
永
延
元
年
十

一
月
十

一
日
の
こ
と
で
あ
り
'
惟
仲
が
右
中
弁
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
永
延
元
年
十

一
月
の
事
で

あ

る

｡

惟
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仲
は
有
国
が
左
中
弁
に
転
じ
た
後
､
空
い
た
右
中
弁
に
右
少
弁
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
い
づ
れ
に
し
ろ
一
条
天
皇
即
位
後
の
事
で
あ

り
､
天
皇
並
び
に
東
宮
の
外
戚
と
し
て
並
ぶ
も
の
無
さ
権
力
を
握

っ
た
摂
政
兼
家
の
政
権
の
初
期
の
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
記
事
で
注
意
を
要
す
る
の
は
､
惟
仲
と
有
国
の
二
名
が
取
り
分
け
世
の
信
望
と
い
い
'
学
識
と
い
い
､
人
に
秀
で
て
い
た
と
記
し
て

い
る
事
｡
有
国
が
左
中
弁
で
惟
仲
が
右
中
弁
と
記
さ
れ
て
い
る
如
-
'
有
国
の
方
が
惟
仲
よ
り
兼
家
の
信
用
が
厚
い
と
思
わ
れ
る
事
｡
ま
た

摂
政
兼
家
は
こ
の
二
名
を
大
層
信
頼
し
て
い
た
と
記
す
三
点
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
次
の

『栄
花
物
語
J
の
記
事
の
内
容
と
も

1
致
し
よ
う
.

【道
兼
〕

〔道
隆
)

〔兼
家
〕

有
国
は
'
栗

田

殿

の
御
方
に
し
ば
し
ば
参
り
な
ど
し
け
れ
ば
'
摂

政

殿

'
心
よ
か
ら
ぬ
様
に
お
ぼ
し
宣
は
せ
け
り
｡
さ
る
は
入

道

殿

の
､

有
国

･
惟
仲
を
ば
左
右
の
御
ま
な
こ
と
仰
せ
ら
れ
け
る
を
､
｢さ
め
ら
れ
奉
り
ぬ
る
に
や
｣
と
､
い
と
は
し
げ
な
り
｡

(
㌫

r
:r
1
'〓
;
't:.侶

･
一

摂
政
兼
家
の
勇
去
を
受
け
て
記
さ
れ
た
記
事
で
あ
り
'
兼
家
が
こ
の
有
国

･
惟
仲
を
自
分
の
左
右
の
眼
に
誓
え
'
大
切
に
し

信

頼

し

て
い
た

様
子
が
記
さ
れ
て
い
よ
う
｡

一
方
父
の
後
を
襲
い
摂
政
と
な
っ
た
道
隆
は
'
有
国
が
栗
田
殿

･
道
兼
の
も
と
へ
屡
々
出
入
す
る
の
で
有
国
を

嫌
っ
て
い
る
と
記
し
'
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
た
有
国
は
人
々
の
同
情
を
か
う
｡
こ
こ
で
は
惟
仲
は
摂
政
道
隆
に
嫌
わ
れ
人
々
の
同
情

を
買
う
有
国
の
脇
役
と
な
っ
て
い
る
｡

道
隆
に
視
点
を
移
し
考
え
る
と
､
新
摂
政
は
亡
き
父
兼
家
の
政
治
路
線
を
全
面
的
に
踏
襲
し
な
い
で
､
独
自
路
線
を
打
ち
出
し
た
と
言
え

よ
う
｡
即
ち
'
兼
家
の
治
世
の
も
と
で
は
有
国
は
官
位
全
て
に
亘
り
'
必
ず
惟
仲
に
1
歩
先
ん
じ
て
お
り
'
こ
れ
が
逆
転
す
る
の
は
道
隆
が

摂
政
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
｡
永
搾
二
年

(九
九〇
)

八
月
三
十
日
の
除
目
で
は
'
こ
の
年
の
五
月
十
四
日
に
頭
弁
と
な
っ
た
有
国
で
は
あ
る

註
二
十
三

が
､
従
三
位
に
昇
叙
さ
れ
た
が
参
議
と
な
る
事
も
無
く
'
返
っ
て
蔵
人
頭
と
右
大
弁
の
職
を
停
め
ら

れ

た

｡

後
任
の
蔵
人
頭
に
は
伊
周
が
'

註
二
十
四

右
大
弁
に
は
惟
仲
が
任
ぜ
ら
れ
た
の
で

あ

る

｡

有
国
は
天
皇
の
近
辺
か
ら
も
'
太
政
官
の
中
枢
か
ら
も
外
さ
れ
た
｡
｢さ
め
ら
れ
｣
た
の
で
あ
ろ
う
｡

一
方
惟
仲
は
有
国
の
後
を
う
け
右
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大
弁
に
任
ぜ
ら
れ
'
伊
周
の
参
議
替
で
蔵
人
頭
と
な
り
'
正
暦
三
年

(九
九
二
)
八
月
二
十
八
日
に
は
参
議
に
至
っ
た
｡

一
方
こ
の
間
有
国
は

註
二
十
五

正
暦
二
年

(九
九
一)
二
月
二
日
に
は
官
を
奪
わ
れ
除
名
処
分
を
受
け
て

い
る
｡

ま
さ
に
対
照
的
な
新
摂
政
道
隆
の
'
有
国

･
惟
仲
に
対
す
る

処
遇
で
あ
る
｡
r小
右
記
』
が
永
搾
二
年
八
月
三
十
日
の
除
目
の
結
果
を
詳
細
に
記
す
な
ど
'
こ
の
二
人
に
対
す
る
道
隆
の
処
遇
は
当
時
の

公
卿
達
以
下
殿
上
人
'
女
房
達
に
至
る
ま
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
に
違
い
な
い
｡

道
隆
は
父
兼
家
と
は
大
い
に
異
な
る
の
だ
と
い
う
政
治
的
宣
伝
に
は
成
功
し
た
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
の
印
象
が
あ
ま
り
に
も

強
烈
で
人
々
に
そ
う
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
こ
そ
t
r江
談
抄
J
第

1
や

r古
事
談
.l
第
二
の
中
で
'
道
隆
が
有
国
を
怨
ん
で

官
職
を
奪
っ
た
と
い
う
説
話
が
語
ら
れ
流
布
し
て
い
っ
た
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
｡
い
づ
れ
に
し
ろ
兼
家
の
治
世
下
で
直

ち
に
左
少
弁
に
任
官
L
t
そ
の
後
弁
官
局
で
足
掛
四
年
の
短
期
間
に
右
大
弁
に
ま
で
昇
進
し
た
兼
家
の
寵
臣
ナ
ン
バ
I
･
ワ
ン
の
有
国
を
冷

遇
L
t
常
に
有
国
の
後
塵
を
拝
し
て
き
た
惟
仲
を
厚
遇
す
る
道
隆
の
政
治
姿
勢
は
驚
き
を
も
っ
て
人
々
に
強
く
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
｡摂

政
道
隆
の
主
導
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
旧
摂
関
家
の
家
政
機
関

･
兼
家
の
家
司
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
ろ
う
有
国
に
対
す
る
更
迭
と
'
惟
仲

に
対
す
る
殊
遇
は
余
程
強
い
印
象
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
r栄
花
物
語
｣
で
は
巻
第
四

｢
み
は
て
ぬ
ゆ
め
｣
の
中
で
再
度
記
さ
れ
る
｡

【道
隆
)

【兼
家
〕

関

白

殿

は
'
入

道

殿

う
せ
さ
せ
給
ひ
て
二
年
ば
か
り
あ
り
て
､
有
国
を
､
皆
官
位
も
と
ら
せ
給
て
'
お
い
寵
め
さ
せ
給
ひ
て
L
を
'
粟

〔道
兼
)

【道
長
〕

田

殿

も
大

納

言

殿

も
'
心
憂
さ
事
に
お
ぼ
し
宣
は
す
｡
惟
仲
を
ば
左
大
弁
に
て
い
み
じ
う
も
て
な
さ
せ
給
へ
り
｡
そ
の
折
い
み
じ
う
あ

血
相

は
れ
な
る
事
に
ぞ
'
世
の
人
も
恩
ひ
た
り
し
｡
ま
だ
そ
の
ま
ま
に
て
'
子
は
丹

波

守

に
て
あ
り
L
も
取
ら
せ
給
へ
り
し
か
ば
'
あ
さ
ま

し
う
心
憂
し
｡

(訂

咽
七
)

有
国
が
官
位
を
奪
わ
れ
た
の
は
正
暦
二
年

(九
九
一)
の
こ
と
で
あ
り
'
剥
奪
さ
れ
た
事
実
を
残
し
'
本
位
に
復
す
る
の
は
翌
正
暦
三
年

(九
九

註
二
十
六

二
)
で
あ

る
｡

惟
仲
が
左
大
弁
に
転
ず
る
の
は
正
暦
五
年

(九
九
四
)
九
月
八
日
の
こ
と
で
あ
り
､
年
次
は
三
年
程
ず
れ
て
い
る
｡
道
隆
の
惟
仲
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と
有
国
に
対
す
る
処
遇
の
明
暗
を
よ
り
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡
年
次
を
無
視
し
た
の
は
道
隆
の
有
国
に
対
す
る
冷
遇
を
よ

り
効
果
あ
ら
し
め
る
為
の
変
更
で
あ
り
､
惟
仲
の
左
大
弁
任
官
を
記
す
こ
と
は
'
｢あ
は
れ
な
｣
有
国
'
｢あ
さ
ま
し
う
心
憂
｣
さ
事
を
行
な

っ
た
道
隆
を
際
立
た
せ
る
為
の
補
助
線
で
あ
っ
た
｡

こ
れ
と
同
じ
事
が
次
の
記
載
内
容
に
も
伺
え
よ
う
｡

ま
こ
と
､
か
の
お
い
寵
め
ら
れ
し
有
国
'
こ
の
頃
宰
相
ま
で
な
さ
せ
給
へ
れ
ば
'
あ
は
れ
に
嬉
し
｡
｢世
は
か
う
こ
そ
は
｣
と
見
思
ふ

程
に
､
こ
の
頃
大
弐
辞
書
奉
り
た
れ
ば
'
有
国
を
な
さ
せ
給
へ
れ
ば
､
世
の
中
は
か
う
こ
そ
は
あ
れ
と
見
え
た
り
｡
み
か
ど
の
御
乳
母

【徳
子
〕

【兼
家
)

の
橘

三

位

の
､
北
の
方
に
て
い
と
猛
に
て
下
り
ぬ
｡
｢
こ
れ
ぞ
あ
べ
い
事
｡
故

殿

の
い
と
ら
う
た
き
も
の
に
せ
さ
せ
給
ひ
し
を
'
故
関

〔道
隆
〕

白

殿

あ
さ
ま
し
う
し
な
さ
せ
給
て
し
か
ば
'
目
易
さ
事
｣
と
世
の
人
聞
え
思
ひ
た
り
｡
惟
仲
は
た
だ
今
左
大
弁
に
て
ゐ
た
り
｡

と
記
す
こ
の
記
事
の
年
次
は
'
長
徳
元
年

(九
九
五
)
な
い
し
は
翌
長
徳
二
年

(九
九
六
)
の
頃
と
思
わ
れ
る
｡

(義

盛

讐

撃

1

有
国
が
大
事
大
弐
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
長
徳
元
年
十
月
十
八
日
'
実
際
に
大
牢
府
へ
下
向
し
た
の
は
長
徳
二
年
八
月
九
日
以
降
の
こ
と
で

あ
る
｡
有
国
の
赴
任
に
当
っ
て
は
八
月
二
日
に
宮
中
で
､
同
七
日
に
は
道
長
邸
で
銭
席
が
設
け
ら
れ
て
お
り
'
八
月
九
日
に
は
有
国
の
任
符

註
二
十
七

註
二
十
八

並
び
に
位
記
が
作
成
さ
れ
て

い

る

｡

ま
た
有
国
が
参
議
と
な
る
の
は
ず
っ
と
時
代
が
下
り
､
長
保
三
年

(
一
〇〇一)
十
月
三
日
の
事
で

あ

る

｡

惟
仲
の
方
は
長
徳
元
年
は
左
大
弁
で
あ
る
が
､
十
月
十
八
日
に
は
勘
解
由
長
官
を
兼
帯
し
､
長
徳
二
年
七
月
二
十
日
に
は
権
中
納
言
に
任

ぜ
ら
れ
て
い
る
｡
実
際
は
長
徳
二
年
八
月
の
両
人
を
比
較
す
る
と
'
有
国
は
非
参
議
の
正
三
位
大
牢
大
弐
で
あ
り
'
惟
仲
は
従
三
位
権
中
納

言
と
い
う
朗
官
に
至
っ
て
い
た
｡

F栄
花
物
語
』
で
は
長
徳
二
年
の
頃
､
有
国
は
参
議
兼
大
事
大
弐
ま
で
に
昇
進
し
､
惟
仲
は
変
ら
ず
参
議
兼
左
大
弁
と
読
み
取
れ
る
叙
述

ぶ
り
で
は
な
い
か
｡
道
長
の
治
世
に
移
っ
て
か
ら
は
､
有
国
が
殊
更
に
厚
遇
さ
れ
る
｡
反
面
道
隆
に
殊
更
に
好
過
さ
れ
て
い
た
惟
仲
は
何
等



昇
進
も
し
て
い
な
い
｡
返
っ
て
冷
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
た
く
な
る
位
の
取
り
扱
わ
れ
か
た
で
あ
る
｡
実
際
に
は
惟
仲
は
参

議
か
ら
権
中
納
言
に
昇
進
し
､
大
層
殊
遇
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
｡
有
国
に
対
し
て
は
大
事
府
赴
任
に
際
し
て
叙
爵
が
行
な
わ
れ
正
三
位
と
位

1
階
の
昇
叙
を
受
け
'
散
三
位
の
状
態
か
ら
大
牢
大
弐
と
い
う
身
入
り
の
よ
い
地
方
官
の
職
に
あ
り
つ
い
た
有
国
も
好
過
さ
れ
た
の
で
あ
る
.

道
長
は
有
国
の
み
を
厚
遇
し
た
の
で
も
無
け
れ
ば
､
惟
仲
を
捨
て
置
い
て
冷
遇
し
て
い
た
の
で
も
な
い
｡

｢栄
花
物
語
L
の
こ
の
よ
う
な
叙
述
態
度
は
何
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
0

五
'
道
長
と
惟
仲

r栄
花
物
語
J
に
お
け
る
有
国
の
大
事
府
赴
任
の
記
事
の
特
色
は
何
か
と
問
わ
れ
た
時
'
次
の
如
く
答
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
｡
故
関

白
道
隆
に

｢お
い
寵
め
ら
れ
｣
た
不
遇
打
あ
え
い
で
い
た
有
国
は
'
道
長
が
政
権
を
把
握
す
る
と
急
速
に
殊
遇
さ
れ
る
｡
人
人
も
道
長
の
有

国
に
対
す
る
厚
遇
を

｢あ
べ
い
事
｣
｢目
易
さ
事
｣
と
讃
辞
を
呈
す
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
有
国
と
惟
仲
の
処
遇
を
通
し
て
'
道
長
と
政
道

隆
の
治
世
の
相
違
を
よ
り
効
果
的
に
記
そ
う
と
し
た
結
果
で
は
な
い
の
か
｡

道
隆
は
父
兼
家
の
政
治
路
線
と
は
異
な
る
の
だ
と
い
う
点
を
強
烈
に
打
ち
出
し
た
｡
即
ち
有
国
の
官
位
剥
奪
を
通
し
'
兼
家
の
寵
臣
ナ
ン

バ

ー
･
ワ
ン
を
更
迭
し
'
､人
心
の
一
新
を
計
っ
た
と
言
え
る
｡

一
方
道
長
は
更
迭
さ
れ
た
有
国
を
再
度
登
用
す
る
事
で
､
父
兼
家
の
政
治
路

線
を
正
し
く
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
｡
即
ち
摂
関
家
の
正
統
性
を
主
張
す
る
の
に
こ
の
有
国
の
復
帰
を
利
用
し
た
の
が

『栄
花
物
語
｣
で
の

こ
の
場
面
の
叙
述
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
か
｡

道
隆
の
治
世
下
で
の
故
兼
家
の
ま
な
こ
の
一
つ
で
あ
る
有
国
の
処
遇
は

｢あ
さ
ま
し
う
心
憂
｣
き
事
で
あ
る
｡

一
方
道
長
の
治
世
下
で
復

権
し
惟
仲
に
比
肩
す
る
ま
で
地
位
の
回
復
し
た
有
国
の
状
況
は

｢世
は
か
う
こ
そ
は
｣
と
人
々
が
考
え
'
｢あ
べ
い
事
｣
で
あ
り

｢
目
易
さ

､

事
｣
と
言
え
る
世
に
な
っ
た
事
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
｡
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兼
家
の
治
世
下
で
は
有
国
は
惟
仲
に
必
ず

一
歩
も
二
歩
も
先
ん
じ
て
お
り
'
非
常
に
厚
遇
さ
れ
て
い
た
｡

1
万
道
隆
の
治
世
下
で
は
有
国

と
惟
仲
の
地
位
が
逆
転
し
､
惟
仲
が
殊
に
厚
遇
さ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
｡
道
長
の
治
世
下
で
は
有
国

･
惟
仲
は
そ
れ
ぞ
れ
殊
遇
さ
れ
て
お

り
'
惟
仲
を
厚
遇
し
な
か
っ
た
り
'
有
国
の
み
を
殊
遇
す
る
と
い
っ
た
処
遇
の
仕
方
は
し
て
い
な
い
｡
有
国
は
道
隆
に
そ
の
官
位
を
剥
奪
さ

れ
た
後
は
決
し
て
惟
仲
に
先
行
す
る
事
は
な
く
'
公
卿
と
し
て
の
官
職
は
常
に
数
歩
以
上
惟
仲
が
先
行
し
て
い
る
｡
た
だ
し
叙
位
に
関
し
て

は
長
徳
二
年
か
ら
有
国
の
方
が

一
歩
先
行
す
る
が
'
惟
仲
も
有
国
も
従
二
位
と
い
う
高
位
に
ま
で
昇
進
し
て
い
る
｡
だ
が
死
を
迎
え
た
時
惟

仲
は
従
二
位
中
納
言
で
あ
り
'
有
国
は
従
二
位
参
議
で
し
か
な
か
っ
た
｡

｢栄
花
物
語
山
中
の
惟
仲
像
は
有
国
と
共
に
措
か
れ
る
場
合
､
有
国
の
処
遇
の
変
遷
を
際
立
た
せ
る
為
に
使
わ
れ
る
補
助
線
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
摂
関
家
の
正
統
な
る
後
継
者
像
即
ち
道
長
像
を
造
形
す
る
際
'
惟
仲
と
有
国
に
対
す
る
摂
関
達
の
処
遇
の
仕
方
は
､
二
人
合
せ
て
よ
り

太
い
補
助
線
と
な
り
､
摂
関
家
の
正
統
者
た
る
道
長
像
を
際
立
た
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
｡

こ
の
摂
関
家
の
正
統
な
る
後
継
者
'
兼
家
以
来
の
政
治
路
線
を
守
る
道
長
像
造
形
の
為
の
役
割
を
は
た
す
惟
仲
像
は
､
次
の
F栄
花
物
語
l

の
記
事
の
中
で
も
展
開
さ
れ
る
｡

〔h'子
〕

〔道
兼
〕

【道
兼
〕

こ
の
頃
内
に
は
､
藤

三

位

と
い
ふ
人
の
腹
に
栗

田

殿

の
御
女
お
は
す
れ
ど
､
殿

の

､

姫
君
お
は
せ
ぬ
を
い
み
じ
き
事
に
お
ぼ
い
た
り
し

か
ど
､
こ
の
御
事
を
ば
こ
と
に
知
り
扱
は
せ
給
は
ざ
り
L
に
'
む
げ
に
お
と
な
び
給
ふ
め
れ
ば
'
三
位
田
心ひ
立
ち
て
内
に
参
ら
せ
奉
り

〔師
輔
〕

給
ふ
｡
三
位
は
九

条

殿

の
御
女
と
い
は
れ
給
ふ
め
れ
ば
'
こ
の
殿
ば
ら
も
や
む
ご
と
な
き
も
の
に
お
ぼ
し
た
れ
ば
､
か
や
う
に
お
ぼ
し

【道
長
〕

立
ち
参
ら
せ
給
ふ
に
も
'
に
く
か
ら
ぬ
事
に
て
'
は
か
な
さ
事
な
ど
も
左

大

臣

殿

用
意
し
き
こ
え
給
へ
り
｡
さ
て
参
り
給
て
'
く
ら
べ

や
の
女
御
と
ぞ
聞
え
け
る
｡
三
位
は
今
め
か
し
さ
御
お
ぼ
え
に
も
の
し
給
ひ
け
る
｡
年
ご
ろ
惟
仲
の
弁
ぞ
通
ひ
け
れ
ば
'
そ
れ
ぞ
こ
の

女
御
の
御
事
も
よ
ろ
づ
に
急
ぎ
け
る
.

(
㈹
順
配

ir
;
髭

2
9
J
)

こ
の
頃
と
は
長
徳
二
年

(九
九
六
)
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
頃
で
あ
る
｡
そ
の
頃
放
棄
田
関
白
と
九
条
殿

･
師
輔
の
女
･
繁

子

と

の
間

に
生
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ま
れ
た
尊
子
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
一
族
の
殿
方
も
心
配
し
て
い
た
と
記
す
｡
母
繁
子
は
等
子
の
入
内
を
決
行
し
､

一
族
の
女
で
も
あ
り
道

長
は
色
々

｢は
か
な
さ
事
な
ど
｣
に
も
心
配
り
を
し
た
｡
入
内
の
甲
斐
が
あ
り
t
等
子
は
帝
の
寵
愛
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
｡
入
内
の
仕
度

を
万
事
調
え
た
の
が
'
当
時
繁
子
の
夫
と
し
て
通
っ
て
さ
て
い
た
惟
仲
で
あ
る
と
記
す
｡
ま
た
こ
の
記
事
に
引
き
続
き

F栄
花
物
語
｣
で
は

東
三
条
院
(詮
子
】

定
子

か
う
女
御
達
参
り
給
へ
れ
ど
'
今
ま
で
宮
出
で
お
は
し
ま
さ
ぬ
事
を
'

女

院

は

い

み

じ
う
お
ぼ
し
め
し
歎
か
せ
給
へ
り
｡
中

宮

の
た
だ

に
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
を
､
さ
り
と
も
と
親
し
う
お
ぼ
し
め
す

(以
下
略
)

へ鵬
詔
1
3
賀

恥

叩
)

と
'
東
三
条
院
が

一
条
天
皇
に
皇
子
の
無
い
事
を
嘆
い
て
い
る
と
記
し
'
そ
れ
受
け
て
中
宮
定
子
の
懐
妊
を
記
す
｡
こ
の
記
事
の

配
列
年
次

か
ら
す
れ
ば
､
尊
子
入
内
の
必
然
性

･
必
要
性
が
高
い
｡

こ
こ
で
は
'

1
族
の
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
女
に
も
細
や
か
な
気
配
り
を
す
る
道
長
像
と
､
そ
れ
を
手
助
け
す
る
惟
仲
と
い
う
図
式
が
描

け
る
｡
帝
に
嗣
も
無
く
女
院
も
そ
れ
を
心
配
さ
れ
て
い
る
｡
そ
こ
で
道
長
が
色
々
と
尽
力
し
た
と
記
す
｡
誠
に
立
派
な
道
長
で
あ
る
｡
非
の

註
二
十
九

打
ち
所
が
無
い
｡
と
こ
ろ
が
等
子
の
入
内
は
実
は
長
徳
四
年

(九
九
八
)
二
月
十

一
日
の
こ
と
で

あ

る

｡

定
子
の
第

一
子

･
惰
子
内
親
王
の
誕

註
三
十

生
は
長
徳
二
年

(九
九
六
)
十
二
月
十
六
日
の
こ
と
で

あ

り

t

等
子
入
内
以
前
の
話
で
あ
る
｡
F栄
花
物
語
』
は
何
故
こ
の
よ
う
な
配
列
に
改

註
三
十
一

変
し
た
の
か
.
中
開
自
家
の
非
劇

･
非
運
を
描
く
前

奏

曲

と

な
っ
て
い
る
為
の
改
変
ば
か
り
と
は
言
え
な
い
｡
歴
史
上
の
起
き
た
ま
ま
の
旧

註
三
十
二

で
記
せ
ば
､
道
長

･
惟
仲
の
仕
打
ち
は
'
甚
だ
残
酷
な
仕

打

ち

で
あ
っ
た
ろ
う
｡
そ
う
な
れ
ば
忘
れ
去
ら
れ
'
亡
父
の
後
に
取
り
残
さ
れ
た

一
族
の
女

(尊
子
や
当
然
定
子
を
も
含
む
)
に
手
を
差
し
の
べ
る
寛
大
な
､
摂
関
家
の
道
続
を
守
り
受
け
継
ぐ
道
長
像
と
大
き
く
掛
け
離
れ

て
し
ま
う
｡

ま
た
道
長
の
残
酷
さ
を
助
長
す
る
よ
う
な
惟
仲
で
は
巻
第
五

｢浦
々
の
別
｣
の
二
条
宮
焼
亡
後
の
中
定
定
子
に
対
す
る
惟
仲
の
処
遇
'
即

ち
道
長
の
待
遇
が
急
に
色
あ
せ
て
し
ま
う
｡
F栄
花
物
語
｣
で
は

〔道
隆
】

か
の
二
条
の
北
南
と
造
り
続
け
さ
せ
給
L
は
'

殿

の

お
は
し
ま
い
し
折
か
た
へ
は
焼
け
に
し
か
ば
'
今
は

一
つ
に
住
ま
せ
給
L
を
'
こ
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〔伊
周
〕

の

師

殿

の
御
下
り
の
後
'
程
な
く
焼
け
に
し
か
ば
'
こ
の
御
子
な
ど
も
生
れ
給
ふ
べ
か
り
し
か
ば
､
平
中
納
言
惟
仲
が
知
る
所
有
り
け

-
'
そ
れ
ぞ
女
院
な
ど
仰
せ
ら
れ
て
住
ま
溜

け
る
｡

(m

Nr醐
招
.川
:tl

と
､
二
条
院
焼
亡
後
は
詮
子
の
仰
せ
で
平
惟
仲
の
知
行
所
に
住
ん
で
い
た
と
記
す
｡
二
条
院
焼
亡
後
は
定
子
は
高
階
明
順
宅
に
御
所
を

移

す

が
'
惟
仲
の
知
行
所
に
は
'
い
つ
移
り
住
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
部
分
に
し
か
措
か
れ
て
い
な
い
惟
仲
の
知
行
所
へ
の
渡
御
は
い
つ
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

『栄
花
物
語
』
の
記
す
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
'
中
宮
に
対
す
る
惟
仲
の
対
応
は
申
し
分
無
い
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
そ
れ
を
認
め
て
い
る

道
長
の
器
量
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
｡
あ
と

一
ヶ
所
は
東
三
条
院
の
惟
仲
知
行
所
へ
の
渡
御
で
あ
る
｡
こ
れ
は
惟
仲
が
東
三
条
院

詮
子
の
院
司
で
あ
っ
た
事
を
語
る
も
の
で
あ
る
｡

六
'
結

惟
仲
の

F栄
花
物
語
』
中
の
造
型
の
さ
れ
方
は
'
大
き
-
分
け
て
二
つ
あ
る
｡
そ
の
一
つ
は
有
国
と
対
比
し
た
形
で
描
き
出
さ
れ
て
く
る

部
分
で
あ
る
｡
そ
こ
で
は
'
道
長
が
兼
家
の
後
を
受
け
継
い
だ
摂
関
家
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
事
を
有
国
の
処
遇
を
通
し
語
っ
て
い
た
｡

そ
し
て
惟
仲
は
こ
の
有
国
の
処
遇
を
よ
り
明
瞭
に
す
る
為
の
補
助
線
的
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
｡

あ
と

1
つ
は
'
惟
仲
の
描
写

･
叙
述
を
通
し
て
九
条
師
輔

1
族
の
忘
れ
形
見
に
広
-
細
や
か
な
配
慮
を
示
す
威
大
な
氏
長
者
と
し
て
の
道

長
像
の
造
型
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
｡

154

註

一

｢枕
草
子
解
環
二

二
九
八
一
年
･
同
朋
舎
出
版
)
｢第
五
段

中
宮
寛
仁
｣
-

惟
仲
･
生
呂
兄
弟
の
向
背
-

註
二

r職
事
補
任
｣
｢冷
泉
院
｣'
r公
卿
補
任
｣
康
保
五
年

｢藤
漁
家
｣
条
｡



註 註 註 註 註 註 註
九 八 七 六 五 四 三註十註十

一

註

十
二

註
十
三

註
十
四

註
十
五

註
十
六

註
十
七

註
十
八

註
十
九

r小
右
記
｣
同
年
十
月
三
日
｡
r公
卿
補
任
｣
長
保
三
年

｢
卒
親
信
｣
条
｡

｢公
卿
補
任
J
長
保
三
年

｢卒
親
信
｣
条
｡

(近
江
介
中
惟
仲
等
)

｢
四
月
五
日
'
今
日
有
叙
位

･
除
目
云
JV
(中
略
)

造

浮

横

国

国

司

云

JV
｣
(r小
右
記
J
永
押
元
年
同
日
条
)

r小
右
記
目
録
｣
｢第
十
八

的
･
大
武
事
｣

r
日
本
紀
略
｣
･
｢権
記
し
･
｢公
卿
補
任
｣
等
｡

｢
日
本
紀
略
｣
天
禄
三
年
同
日
条
｡
こ
の
日
に
直
物
の
除
目
が
行
な
わ
れ
た
｡

r竹
生
島
縁
起
三
出
盛

史
)
に
よ
れ
ば

｢
蒜

院
御
宇
'
永
瀬
元
年
九
月
四
日
'
右
大
群
発
内
議
頑
中
朝
臣
惟
仲
'
加
行
法
華
三
昧
'
施
人
六

口
借
料
田
十
二
町
三
段
二
百
七
十
歩
｣
と
竹
生
島
神
社
に
田
を
寄
進
し
て
い
る
｡
従
兄
弟
親
信
は
近
江
介
在
任
中
二
度
も
大
嘗
祭
の
国
司
と
し
て
加

階
に
預
り
'
惟
仲
も
二
回
近
江
介
に
関
わ
っ
て
加
階
に
預
っ
て
お
り
'
近
江
国
の
受
領
を
奇
貨
と
し
て
竹
生
島
を
信
仰
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

角
田
文
衛
氏

r王
朝
文
化
の
諸
相
J
(昭
和
五
十
九
年

･
法
蔵
館
)
所
収

｢枕
草
子

｢大
進
生
昌
が
家
に
L
の
段
｣

r尊
卑
分
脈
｣
第
四
冨

｢桓
武
中
氏
｣
の
条
｡

註
十

1
に
同
じ
｡

r雑
言
孝
和
J
(r大
日
本
史
料
し

1
の
二
所
収
)

珍
材
は
天
徳
三
年

(九
莞
)
九
月
五
日

｢蔵
人
｣
と
し
て

｢九
暦
｣
に
記
さ
れ
る
｡
真
材
は
承
平
七
年

(九着
)
正
月
十
日

｢蔵
人
｣
と
し
て

｢九

暦
J
に
記
さ
れ
る
｡
山
口
博
氏

｢王
朝
歌
壇
の
研
究
-

別
巻
蔵
人
補
任
｣
(昭
和
五
十
四
年

･
桜
楓
社
)
に
よ
れ
ば
六
位
蔵
人
で
あ
る
｡

F尊
卑
分
脈
L
に
よ
れ
ば
､
善
理
が
従
四
位
下
､
統
理
は
従
五
位
下
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

山
口
博
氏
前
掲
書

｢村
上
朝

･
六
位
蔵
人
｣

天
暦
四
年
七
月
二
十
三
日
条
｡
時
に
憲
平
親
王
立
太
子
の
時
陪
膳
と
し
て
奉
仕
す
｡

｢御
堂
関
白
記
J
長
和
四
年
九
月
二
十
日
条
に
よ
れ
ば
'
家
司
の
箕
に
預
っ
て
い
る
｡

｢
｢栄
花
物
語
｣
に
お
け
る
有
国
像
の
定
着
｣
(｢中
古
文
学
J
第
二
十
二
号

･
昭
和
五
十
三
年
九
月
)
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註
二
十

｢小
右
記
｣
･
｢
日
本
紀
略
｣
に
よ
れ
ば
'
三
月
十
六
日
に
法
性
寺
に
お
い
て
六
十
歳
の
御
賀
が
行
な
わ
れ
た
事
を
記
す
｡
松
村
博
司
氏
は

｢栄
花

物
語
全
注
釈

こ

巻
第
三

〔二
五
〕
の
語
釈
の
中
で
'
こ
の
時
東
三
条
院
へ
は
行
幸

･
行
啓
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
記
す
｡

註
二
十

1

r公
卿
掃
任
JI
正
暦
三
年

｢中
惟
仲
｣
条
'
永
作
二
年

｢藤
在
国
｣
条
｡
r
日
本
紀
略
し
同
日
の
条
｡

註
二
十
二

r公
卿
補
任
｣
註
二
十

1
に
同
じ
.
r弁
官
補
任
L
r
l
条
院

･
寛
和
三
年
｣
条
｡

註
二
十
三

｢公
卿
補
任
｣
永
搾
二
年

｢藤
在
国
｣
条
｡
｢小
右
記
』
同
日
の
条
に
よ
れ
ば
'
有
国
は

｢頻
有
辞
申
'
而
張
以
被
叙
､
被
放
右
大
弁
及
所
織

等
也
｣
と
頻
り
に
辞
退
は
し
た
も
の
の
､
強
引
に
加
階
は
さ
れ
た
が
頭
弁
の
要
職
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
の
様
子
を
記
す
｡

註
二
十
四

r公
卿
補
任
)
正
暦
二
年

｢藤
伊
周
｣
条
.
r職
事
補
任
J
｢
1
条
院
｣
条
.

註
二
十
五

r公
卿
補
任
Lt
r
目
本
紀
略
J
同
日
条
｡

註
二
十
六

r
日
本
紀
略
｣
正
暦
二
年
二
月
二
日
の
条
に

｢除
d
名
従
三
位
勘
解
由
長
官
藤
原
朝
臣
在
団
7
大
膳
属
秦
有
時
披
二億
害

之
間
'
依
i
有
1.造
意

之
聞
-也
｡｣
と
あ
り

｢公
卿
補
任
L
に
は

｢坐
大
膳
属

秦
有
殺
害
事
停
官
位
｡｣
と
あ
る
｡
本
位
に
復
し
た
の
は

｢臼
本
紀
略
J
で
は
正

暦
三
年

七
月
十
七
日
'
｢公
卿
補
任
｣
で
は
八
月
二
十
三
日
の
事
と
す
る
｡
約

一
年
半
位
で
本
位
に
復
し
て
い
る
｡

註
二
十
七

r公
卿
補
任
J
長
徳
元
年

｢藤
在
国
｣
条
｡
長
徳
二
年
の
件
は

r小
右
記
｣
八
月
二
日
･
七
日
･
九
日
の
条
に
詳
し
い
｡

註
二
十
八
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